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　　　　　 一
英 文 読 解の 授業 で い か に デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を効果 的 に する か 一

　　　　　（How 　can 　we 　make 　discussions　more 　effective 　in　reading 　classe 　s？）

キ
ー ・ワ

ー
ド ； デ ィ ス カ ッ シ ョ ン ／ 英 文 読 解 ／ ヴ ィ カ ツ キ ー ／ 異 文 化 体 験 ／ 協 力

（Collaboration）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 研 究者 ： 小 野 尚美

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 研 究 目的

　 西洋 諸国 の 教育 で 影響 力 の あ る ソ ヴ ィ エ トの 教 育学者 ヴィ ガ ツ キ
ー

（Vygotsky）は 、子 供

の 言 語 習 得 に 関 し て い わ ゆ る Zone　of　Proximal　Development に 注 目 し 、言 語 習得や学 習に

お け る コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン の 重要性 を説 い て い る 。 ヴィ ガ ツ キ ーに よ る と、こ の ZQne は 、

実際の 学習者の 言 語 能力 及び 学習能力 以 上 の 成長 の 可能性 を表わ し、 大人 との 交流 （Social

Interaction）や能 力の ある 仲間 との 協力 （Col｝aboration ）を 通 し て 、よ り高度 な考 え方 を

学ぶ こ とが で き 、現 状 以 上 の 能力向上 を 達成す る こ とが で き る と して い る 。

　 ESI／EFL 英 文 読解 の 授 業 で も、 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 重要性 が 認 め られ てお り、 しば し

ば指導 法 の 一
環 とし て デ ィ ス カ ッ シ ョ ン が 取 り入 れ られ て い る e

一般的 に デ ィ ス カ ッ シ ョ

ン は、英 文 読解 の 後 に 理 解 し た内 容 に つ い て 話 し合 うこ とに よ り、分か ら な か っ た こ と、

また 、新 し い 解 釈 や よ り効 果 的な読解 法 に つ い て 学 ぶ こ とが で き、学習能 力 を 高 め る 良 い

機 会 で あ ると考 え られ て い る。 しか し実 際 は 、必 ず し も期 待通 りの 効 果 ば か りを 生 む わ け

で はな い よ うで あ る 。

　読む 行 為 は 、文 字 を媒介 と して 読み 手 が 書 き手 の 意図す る こ とを 理 解 し よ うと す る
一

種

の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 活 動 で あ る e 読 み 手 は 、常に 自分 自身の 文化 的社 会 的視点 か ら文 章

の 意味 を 理 解 し て い く 。 異 な る 文化 背 景か ら な る文 章を 読 む時 も、 読み 手 は 自分 自身 の 視

点 を 通 して 異 文 化 を 理 解 す る 。 こ の 研 究で は 、英文 読解に お ける異 文 化 理 解を 深 め る為 に 、

どの よ うに す れ ば 学 生 同 士 の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン が よ り効 果 的 な授 業 活動 に な る か を調 査 し

た 。

　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　研 究 方法

　研 究 調 査 の 対 象 は 、ア メ リカ の 英語 学校 で 大 学 また は 大 学 院 に 入 学す る た め に 英 語 を 勉

強 し て い る 日本 人 留学 生 10 人 で あ る 。 こ れ ら の 学習者 の 平均 ア メ リカ 滞 在期 間 は
一

年 で

あ る。学習者 の 英 語 力 は TOEFL 　500 点前後 の 人 か ら 600 点 以上 の 人 ま で お り、年齢

も留学 目的 も さま ざま で あ る 。 こ の 調 査 で は こ の 10 人 の 学習 者 に 二 っ の ア メ リ カ短編 小

説 を読み 、 Think　AJouds，　Discus8ion，　Freewrites と い う三 っ の 実験 に 参加 し て も らっ た 。

研 究者 は 、こ の 実 験 の 内容 を Qualitativeな視点 か ら分析 して い っ た 。

　使 用 され た教材 は 、 1994 年 JACET 全 国大会 で発 表 した 研 究 と同 じ く、日系ア メ リ

カ 人作家 とア フ リカ 系 ア メ リ カ人作 家 に よ っ て 書 か れ た短 編小 説 で あ る。 日系 ア メ リカ 人

作 家で あ る Jeanne　WakatSuki 　HoustOn と James　HeustOnに よ り書か れ た Shikata　Ga

唖 は 、日 本 人 留 学 生 に と っ て 文化 的背 景 と い う点で 読 み や す い 話 で あ り、ア フ リカ 系 ア

メ リカ 人 作 家 Angehca 　Gibbs に よ る The　Testは 、文化 的 に馴 染み の 薄 い 話 で あ る。 こ の
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二 っ の 文化 的背 景 の 異 なる話 を使 用 す る理 由は 、 学習者 が独 自の 文化的社 会 的視 点 を基 に 、

ど の よ うに テ キ ス トの 意 味 を理 解 し て い くか をみ るた め で ある 。

　研究者 は 、上記 の 二 つ の 小 説 に つ き、Think　Alouds，　D 孟scussion ，　Freewrit£ s とい う三 っ

の 実験 をす る こ とに よ り、デ ィ ス カ ソ シ ョ ン の 機 会 を通 し て 10 人 の 学習 者 が い か に し て

異文化 理 解 を深 め て い っ た か を調 査 し分析 した 。
Think　Alouds と DiscusSion の 内容は テ

ープ ・レ コ
ーダーに 、 Freewritesは ノ

ー
トに 全 て 記 録 された。

　分析 で は 、テ
ープ や ノ ー トに記 録 され たデータ の 中で 次 の 点の 注 目 し た 。

一学習者 が 、個 人 レ ベ ル の リ
ーデ ィ ン グ （Think　Aloud8）の 時疑問 に思 っ た こ と、また テ キ

ス トの 解 釈 をす る上で 理解 す る必 要 が あ る と感 じ た こ と を、デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 場 で ど の

よ うに解決 し て い っ て い る か 。　また 、デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 効果が Freewritesで どの よ う

に現 われ て い るか
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鎹

　英文読 解、特 に異 な る文化 背景 をも つ テ キ ス トを 読む 時 、い ろい ろな解 釈 の 可能 性 を知

る必 要 が あ り、そ の 点 で デ ィ ス カ ッ シ ョ ン は 、英文 読 解を通 した学 習者 の 異文 化 体験 を豊

か に す る 良い 機 会 で あ る 。 こ の 調 査で もほ とん ど の 学習者 は 、個入 レ ベ ル の リ
ーデ ィ ン グ

で 疑 問 に 思 っ た こ とや 感 じた こ とに つ い て そ れ ぞれ の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 相 手 と話 し合 っ て

い る が、お 互 い に と っ て 不明 な 点 を補 うた め に文 章 の 中で 手 が か り とな る 場所 か ら、想 像

力 （i皿 agination ）や 知 識 （background　knowledge）を使 い 、協力 して テ キ ス トの 内容 を理

解 し よ う と し、個 人 レ ベ ル の リ
ーデ ィ ン グ の 時 よ り も 、 幅広 い 解 釈 の 仕 方 を学ぶ こ と もで

きた 。ま た 、馴 染み の よ り少 な い 文化 背景 を もつ テ キ ス トを読 ん だ 時の 方 が 、学習者 は 探

究心 を か り た て 、デ ィ ス カ ッ シ ョ ン が 活 発 に 行 われ た。 し か し、 こ の 調査 の 中 の
一人 の 学

習者 は 、デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 時 自分 と 比 べ 相 手 の 方 が 内 容 を よ く理 解 し て い た た め 、 自分

の 読解力 の な さに失 望 し 、文 章の 中に 理解の 手が か りを見 つ け よ うとす る こ とに 対 し 消極

的 に な り、学 習意欲が 軽減 し て しま っ た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塾

　 ヴィ ガ ッ キ
ー

の Zone　of 　Proxin｝al　Developme 皿 t と い う言 語 習得 と学習に つ い て の 考え

方 は 、日 本 の 大 学 で の 言 語 挙 習 の 在 り方 に大 きな 意 味を 持 っ て い る と常 々 感 じる 。 教 師 も

学習 者 も個人 レ ベ ル で の 英文 読解 の 結 果、そ の テ キ ス トの 内容理 解 が 正 し い か 否 か に 注 目

して 言 語 能 力 を 評 価 し が ち で あ る。そ の た め こ の 調 査 に 参加 し た 学 習者 の よ う に 、デ ィ ス

カ ッ シ ョ ン の 場 で 自分 の 読解 の 仕 方が 正 当で あるか ど うか に ばか り こだわ り、他 の 学習者

との 交流 の 場 で さ らに 違 っ た 意味 の と らえ か た を学 ぶ とい うよ うな 発 見 の 機 会 を 求め よ う

としな い の で あ る。 こ うな る とデ ィ ス カ ッ シ ョ ン は 、却 っ て マ イ ナ ス の 効 果 しか 生ま な い

こ とに な っ て しま う。 む し ろ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン な ど の 交流 の 機 会 を 利用 し て ど れ だ け 読 解

力 を伸 ば し た か に 注 目す べ き で あ り、 こ の よ うな機 会を 学習過 程の 中の 一
つ の 手 段 と して 、

積極的 に テ キ ス トの 内 容 を探 究する よ う学 習者 等 を 指導す べ き で あ る 。
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Handout

1］Vygotsky のZone　ef　Proximal　Development

　　　　　　　　　　　　 〈 コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ンの 重要性 〉

現 在以上の能カ ー 一
〉

向上を達成

現在の評価の 仕 方 一一 一〉

2］研究

＊研究 に参加 した学生

Pair　1 ＜A ＆ B＞　　　　　　　Pair　4 ＜G ＆ H＞

Pair　2 ＜C ＆ D ＞　　　　　　 Pair　5　＜ i＆J＞

Pair3＜ E ＆ F＞

＊研 究過程

　　　　　　　　　Story　l

Tape 　RecQrd −一一一
→ Think　Alouds

Tape　Record− 一
→ Discussion

Note−Taking− 一 → ・Freewrites

＊結果 分析

学習効果が 上 が っ た べ ァー一一Pair　123 ＆ 5

← ＿大人 との交流

　　　（Social　lnteraction）
ぐ 一一 仲間との協力

　　　（Collaboration）

Story　2

Think　Alouds

Discussion

Freewrites

伊11Pair　A ＆ B

［Think　Alouds−一一” The　Testl
’

］

A ：
111nspector ”

とい う言葉 をよ く聞く けど、よ くわか らな い 。 なん とな くイ メージがわ

かな い 。

［Think　Alouds−一一’TThe
　Test”

］

B：マ リア ン は黒人 な の か ？または、エ リッ クソ ン さんが黒人な のか ？何 か人種 問題か な

に かが 絡ん で いる の かも しれ ない 。

［Discussion−一一
匸’The　Test”

］

＊ lnspectorの 意味 に つ い て

B：なんだ っ け 、 こ の 試験をする人 。

A ：lnspector？
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＊ マ リア ン とエ リッ ク ソ ン さん は、 白人 か 黒人 か とい う こ とにつ い て

A ： このエ リッ クソ ン さんて い う人 もinspectorなの か しら 。

B： こ れは多分 、仮免許みた い な もので 、年配の 人が隣に乗 っ て い れば運転 して もい い と

い う意味で 、
一

緒に試 験場 まで行 っ た 。 どこ か にそんなこ とが 書い て あ っ た 。

A ：そ れでlnspectorの待 っ て い るとこ ろに行 っ たんで しょ う 。

B： 最初僕は 、白人 と黒人との 何かで 一一一
。

A ：
”

A 　white 　person　shows 　up
”

と言 っ て い る。

B： こ こで まず、マ リア ンは、 もしか した ら、 白人な の かな、黒人なの か な といろ い ろ考

えた わけ 。 そ して それを 説明する文が ど こか で 出て きて 一一一
。

A ：
” Her　dark，　competent 　hands”

とあるか らこ の 女の 子 は．黒人 かな と思 っ た 。

B：あ 一．そ うい う考え もあ るか な 一
。 僕は、

” Her　dark，　competent 　handslI’IA 　white

person　shows 　up
”

とあるか ら、 エ リクソ ンさんが黒人か と思っ たんだけど。 こ の
”her”

は 、 マ リア ンか なエ リッ ク ソ ン さんの こ とかな ？

［Freewrites−一一
”The　Testl”】

B：マ リア ン とエ リッ クソ ン さんがそれぞ 白人だ っ た の か黒人 だっ たの か、まだ疑問が

残っ て い る 。

学習効果が下が っ た ペ ア。一一Pair　4

例 1Pair　G ＆ H

［Think　Alouds−一一
llShikata

　Ga　NaiIl］

G：だんだん悲 しくな っ て きた 。 あま りに も分か らない ので。 この物語が何を 言お うとし

て い るの か よ く分か りません 。 おそ らくなんかの 体験が書いて ある の だ ろうけど。

［Discussion−一一
”Shikata　Ga　Nai「1

］

H：こ のタイ トル の しかたがない っ て あるで し ょ う 。

G： しかたがない ？

H ：タイ トル の
”Shikata　Ga　Nai”

っ て っ いて るで しょ う 。

G：あ 一、本当だ 。 僕は 、 こ れどうや っ て読 むの か分か らな か っ た 。

H：その状況の
一

つ が、この お母 さん の行動だ っ た ん じゃな い か しら 。

G：君 は、よ く把握 して い るね e がっ か り。

H ：納得する ？

G ：納得で き るよ うな気がする 。 そ うだね 。 お母 さんとい う人物が、どこ か ら出て きたの

か と思っ て い る状態な んだ 。 僕は、部分的 に しか理解で きて い な い 。 話の筋が、部分的に

は分か っ て い る け ど、 段落ご とが どんな関連性があるの かが全然分か っ て い な い 。

［Freewrites−一一
nshikata

　Ga　Nai”

】

G ：ディ ス カ ッ シ ョ ンを しなけれ ば、 話 の内容が分か らず じまいで終わ っ てい た 。

一人で

読んで い た時 は、第二 次大戦中、捕 まっ て い た 日本人の 少年の 目か ら見た 状況 と感想が 審

かれて い る く らい しか分か らなか っ た 。
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